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Ⅰ 法人本部事業報告 

 

１ 会務運営状況 

（１）評議員会の開催（３回） 

日時 平成２７年 ５月２８日（木）午後２時 

場所 梁川ホームケアハウス広瀬  出席評議員数１２名、出席監事数２名 

議案 ２６年度事業報告、決算報告 等 

日時 平成２７年１２月２４日（木）午後２時 

場所 梁川ホームケアハウス広瀬  出席評議員数１５名  

議案 特定個人情報取扱規程の制定、２７年度拠点区分補正予算 等 

日時 平成２８年 ３月２３日（水）午後２時 

場所 梁川ホームケアハウス広瀬  出席評議員数１３名 

議案 定款の一部改正、諸運営規程の一部改正、補正予算、２８年度事業計画、

当初予算、理事・監事の選任 等 

（２）理事会の開催（４回） 

日時 平成２７年 ５月２９日（金）午前１０時 

場所 梁川ホーム家族介護者教育室 出席理事数７名、出席監事数２名 

議案 ２６年度事業報告、決算報告、評議員の委嘱、契約の締結 等 

日時 平成２７年 ８月 ４日（火）午後 ３時 

場所 ザ・セレクトン福島     出席理事数８名、出席監事数１名 

議案 契約の締結 等 

日時 平成２７年１２月２５日（金）午後 ２時 

場所 梁川ホーム家族介護者教育室 出席理事数７名、出席監事数２名 

議案 特定個人情報取扱規程の制定、就業規程の一部改正、２７年度補正予算、

契約の締結 等 

日時 平成２８年 ３月２４日（木）午前 ９時３０分 

場所 梁川ホーム家族介護者教育室 出席理事数７名、出席監事数２名 

議案 定款の一部改正、諸運営規程の一部改正、補正予算、移行時特別積立金

及び移行時特別積立資産の取り崩し、２８年度事業計画、当初予算、施設

長の任命、評議員の委嘱、契約の締結 等 

 

 



2 

 

（３）監事会の開催 

日時 平成２７年 ５月１４日（木）午前１０時 

場所 梁川ホーム家族介護者教育室 出席監事数２名 

内容 （１）事業報告（２）財産目録（３）貸借対照表（４）収支計算書 

（５）事業活動計算書  

（４）役員研修会 

日時 平成２７年 ８月 ４日（火）午後４時 

場所 ザ・セレクトン福島     出席理事数８名、出席監事数１名 

内容 「信達福祉会における看取り介護の現状と課題 

                ～梁川ホームの実践を中心に～」 

（５）苦情解決委員会 

日時 平成２７年 ６月３０日（火）午後２時 

場所 梁川ホームケアハウス広瀬  出席委員（第三者委員）６名 

議案 ２６年度事業報告、２７年度事業計画 

 

２ 本部事業 

（１）人事考課制度 

人事考課制度を職員の能力開発と組織の活性化等に活用し、職員育成や  

人事異動など能力・実績を重視した人事管理に努めた。また、より公平・公 

正な考課を実施するために、主任以上を対象に一次考課者研修会を開催した。 

（２）利用者の人権・権利擁護、虐待防止 

利用者の人権・権利擁護と虐待防止の取り組みを各施設のリスクマネジ 

メント活動の定着と認知症介護の標準化の取り組みとあわせて推進した。ま 

た、行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する 

法律等（マイナンバー法）の施行に伴い、特定個人情報取扱規程を制定した。 

（３）サービス評価事業 

自施設の自己評価と他施設委員の評価から、提供サービスおよび組織運  

営を見直す取り組みを行い、現状と課題の把握から改善計画を作成し、重 

要課題については新年度の事業計画に位置付け、法人全体としての取り組 

みを行った。また、人材育成の観点から積極的に若手職員を評価委員に登 

用し、自施設の自己評価はもとより法人内他施設のサービス提供内容等の 

評価の実践等によって、職員自身が介護サービスの質の向上に資する成長 
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の機会とした。 

（４）課長等会議 

法人本部及び各施設の課長等により、規程改正や要綱作成、利用者支援 

等に関する課題解決、人材確保と育成、稼働率の把握等、法人施設の経営 

管理全般について、協議、検討、情報交換等を行い経営の健全化に努めた。 

（５）職員の人材育成 

法人キャリアパス要件に基づく職位別業務教育及び外部研修派遣を実施 

するとともに、職員の資格取得を支援し人材育成に取り組んだ。また、各 

施設の介護福祉士養成校等の実習受け入れをはじめ、「福祉の職場合同就職 

説明会」等への参加、養成校訪問などを行い、通年で人材確保の取り組みを 

すすめた。 

（６）職員のメンタルヘルス相談 

各施設にメンタルヘルス相談窓口を置き、職員からの相談を受け付ける 

など精神保健衛生体制を継続した。また、就業規程の一部を改正し、スト 

レスチェック制度導入に向けて体制を整備した。 

（７）腰痛予防対策の推進 

腰痛予防体操の実施並びに介護支援ロボット導入モデル事業の実施を通 

じて、職員の腰痛予防対策をすすめ、働きやすい職場づくりに努めた。 

（８）法人経営基盤の安定化 

基本理念を指標として、計画・実行・評価・方法の見直しを反復実践し 

た。また、法人の課題分析と対応策の検討を行い、中長期の経営シミュレ 

ーションを策定し、事業・業務の計画的な進行管理を行った。 

なお、稼働率は月ごとに、収支状況は四半期ごとに確認することを継続 

し、法人、各施設の資金・財産の適正管理を行った。また、介護保険報酬 

改定に伴い諸運営規程の一部を改正し居住費（滞在費）を改めるとともに 

利用料は各利用者の利用負担割合に応じた額とすることに改めた。 

（９）事務 

新会計基準による会計業務の技能向上、一層の習熟に努め、正確、迅速 

かつ合理的な事務処理に努めた。 
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Ⅱ 各施設事業報告 

 

１ あつかし荘 

（１）特別養護老人ホームあつかし荘・あつかし荘短期入所生活介護 

① 人事考課制度における個人面接を丁寧に行い、職員の職位にあった目標

設定支援を通し、職員個人のモチベーション向上に結びつけることができ

た。 

② リスクマネジメント委員会が中心となり、「事故・ヒヤリ・はっと報告

書」の状況を報告し合い、施設での全体化を図り多職種連携にて事故防止

に努めることができた。 

③ 認知症介護委員会が中心となり、月ごとの目標設定・実践を通して認知

症高齢者への理解及び関わり方のポイントを職員間で再確認し、認知症ケ

アの知識習得の充実に努めた。 

④ 多職種協働により、利用者・家族の意向を確認し、利用者の自立支援を

目指したケア計画の作成、栄養ケアマネジメント、褥瘡予防に取り組むこ

とができた。また、入所時に施設における看取りケアの説明を丁寧に行う

とともに、看取り期を迎えた時には落ち着いた曲を聴いてもらうなど環境

整備に心がけ、利用者と家族の時間を過ごしていただけるよう支援するこ

とができた。 

⑤ 新たに改正された入所指針に基づき、入所申し込み者及び待機者の状態

確認を進めるとともに、円滑な入所につなげられるよう他事業所との連携

を図るよう努めた。 

⑥ 介護報酬改定に伴う施設会計において常に収支状況を確認し、職員全体

で共有しながら、経費節減、コスト削減に努めることができた。 

⑦ 将来的に安定した経営と更なる基盤の強化を図ることを目的とした経

営シミュレーションを策定することができた。 

⑧ 関係諸法令を遵守し地域から選ばれる施設、福利厚生や職員の処遇向上

を図り、職員にとって働きがいのある職場作りに努めることができた。ま

た、介護保険事務並びに労務管理の適正化を図るため、法人内外への情報

発信、情報共有、連携を円滑に行うことができた。 

⑨ 利用者が安全かつ快適に施設サービスを利用するために、施設内設備機

器の保守管理を適正に行った。 

⑩ ラジオ体操や腰痛体操の時間を設け、職員の腰痛予防が図れるよう努め



5 

 

た。また、職員が安全かつ効率的に業務に当たることができるよう、介護

ロボット導入モデル事業の検証を実施し、介護機器等の導入及び継続使用

が可能か、さらに検討を行うこととした。 

⑪ 法人キャリアパス要件に基づき研修計画を策定し、外部研修会への参加

や年３回全体会を企画し、職員の技術向上及び組織の中の一員としての組

織的な学びに積極的に取り組んだ。 

 

２ 梁川ホーム 

（１）全事業 

① 感染症予防のため適時に委員会を開催し、職員の衛生管理教育の徹底、

予防対策の計画的な実施により、多職種協働・連携で感染予防に取り組み、

利用者のインフルエンザ、ノロウィルスの感染ゼロを達成することができ

た。 

② リスクマネジメント活動の一環として、利用者の状態の変化に即して安

全なサービス提供が図れるよう業務マニュアルの修正・改訂作業を推進し

た。 

③ 総合老人福祉施設梁川ホームとして、学生ボランティアを対象にした認

知症サポーター養成講座並びに地域向け認知症介護教室の開催、介護家族

への相談対応など、地域社会に向けた認知症介護の情報発信、還元の取り

組みを推進した。 

④ 介護職員の腰部負担を軽減するために、腰痛予防に対する啓蒙活動を行

うとともに、毎朝始業前にラジオ体操を開始するなど、労働衛生教育並び

に健康管理推進に努めた。 

⑤ 職員の資質向上、キャリアアップ支援のため外部研修への積極的派遣に

加え、講師を招いたハラスメント等の研修会を複数回開催し職員の意識改

革を図るなど内部研修の充実化により、職員育成・研修体制を強化、促進

した。 

⑥ 事業の長期的な経営シミュレーションを通して、管理・監督職をはじめ

とした職員の経営感覚・意識の向上を図った。 

（２）特別養護老人ホーム梁川ホーム 

① 多職種連携強化による介護力向上の取り組みが充実し、「水分・食事・

運動」の総合的な対応により自然な排泄や自立支援につなげることができ

た。また各専門職が、利用者個々の状態把握や課題解決のために、検討・
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実施・評価を繰り返し職員の教育・スキルアップが図られた。 

② 歯科医師との連携、多職種協働による口腔ケアを進めることができ、医

師による嚥下評価と指導、利用者の適切な食形態や誤嚥性肺炎予防につな

がる食事介助や口腔ケアを学ぶことができた。また口腔内の清潔保持が維

持されるとともに利用者の感染症発症もなく安心して過ごして頂くこと

ができた。 

③ 利用者が最期まで生活に潤いと希望を持って過ごして頂けるように、主

治医と連携のもと早期に判断、ご家族との話し合いを進めて看取り介護を

行うことができた。また看取り介護研修の開催、看取り介護マニュアルの

作成に取り組み、よりこまやかな状態観察と早期対応に努めた。 

④ 利用者一人ひとりの生活の質の維持・向上が図れる施設サービス計画書

（ケアプラン）を多職種協働で作成し、日常的に家族への情報提供や連絡

調整も行い、状況に応じて速やかにカンファレンスを開催しながら利用者

の状態に合った統一ケアを進めることができた。また家族やボランティア

など施設外資源のつながりを強め生活の幅を広げる支援を図るように努

めた。 

⑤ 利用者個々の身体状態に合わせた機能訓練計画の立案・実施を進め、集

団リハビリおよび個別リハビリの充実を図ることができた。利用者が自発

的に生き生きとリハビリに取り組まれることで、自立支援や歩行レベルの

維持向上が図れた。 

（３）短期入所生活介護梁川ホーム 

  ① 利用にあたっては、サービス担当会議での事前情報把握、面接・契約、

事業所内カンファレンスの開催、利用時のご家族・居宅ケアマネとの随

時の連絡相談など一連の流れをスムーズに行い、利用者・家族が安心し

て利用できるよう努めた。 

② より多くの利用者・家族のニーズに応えることができるよう、新規利用

者の受入推進、機動性をもった対応、空床利用の促進、医療を伴う利用者

が安心して利用できる受入体制の整備等に努めた。 

（４）ケアハウス広瀬 

① 利用者の従来の生活状況、家庭環境及び心身の健康状態等を把握し、入

居後も個々の生活スタイルを保持して過ごせるよう適時適切な相談・傾

聴・助言等に努めた。 

② 身体機能の低下や、認知症の症状が見受けられる利用者に対して、安心
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して穏やかに毎日を送ることができるよう職員が他の利用者との仲立ち

役となり、またご家族との協働、地域包括支援センターや居宅介護支援事

業所との連携による適宜適切な居宅サービスの利用に努めた。 

③ 日常の病院受診や服薬管理の補助、また感染症対策としてうがい、手洗

いの重要性の説明とマスクの着用などを呼びかけることなどにより、利用

者の健康管理とインフルエンザ、ノロウィルス等の感染症罹患の未然防止

を支援することができた。 

④ 利用者同士が親睦をはかり、一人暮らしの不安が和らぎ、生きがいや心

の安寧が得られるように、適切な行事やクラブ活動の企画運営、お茶会の

開催、季節に合った行事食の提供、地域活動への参加等の働きかけに努め

た。 

（５）梁川ホームデイサービスセンター 

① 利用者のケア情報について、毎日のミーティングや申し送りノート、サ

ービス担当者会議内容の報告によって、職員一人一人が共有し、きめ細や

かなサービス提供に繋げることができた。 

② 利用者のリスク、ヒヤリ・はっとの状況を把握し、ミーティング時に入

浴介助業務、ご自宅への車輌送迎介助業務などのマニュアルの読合せを行

い、職員の安全な介助、リスクマネジメントの意識化を進めることができ

た。 

③ デイサービス便りの定期発行（３月毎）、フリー参観日の設定、随時の

見学受け入れ、居宅介護支援事業所への空き情報の発信等により、利用者

の増加、新規利用者の受け入れ増加を図ることができた。 

④ 定期的に来てくださるボランティアさんの協力も得ながら、多彩なメニ

ューのレクリエーションや歌や踊りなど多彩なメニューの楽しみの機会

を提供できた。 

⑤ 重度認知症の方に対しては毎月一緒に料理を作る調理機能訓練、手仕事

などアクティビティを通して、利用者個々の能力の維持・向上を図ること

ができた。 

（６）梁川ホーム指定居宅介護支援事業所 

① 事業所内で事例検討を定期に実施、また困難ケースがあった際には随 

時取り上げて検討し繰り返し意見交換を行うことで、職員のアセスメント

力の向上、担当する利用者個々の課題と支援目標の明確化が図れた。 

② 職員が外部研修派遣に加え職員個人の勉強会参加、また医師会主催の勉
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強会、伊達ネットワーク研修への出席により、介護支援専門員としての資

質向上、医師会主催の医療ニーズの高い利用者へのマネジメント力向上が

図られた。 

③ 認知症介護やリスクマネジメント、感染症対策など、施設内委員会で話

し合われた内容を事業所内で定期的に共有する機会を持ち実践に生かす

よう意識化が促された。今後はさらに利用者の実生活に活用できるようス

キルアップを目指す。 

④ 地域支援連絡会への参加、地域包括支援センターとの連携により、困難

ケースの解決のための相談体制の構築、また介護保険にとどまらず障がい

者支援とも連携した地域一体となった支援環境づくりを積極的に行ない、

顔の見える関係づくりに努めることができた。 

（７）伊達市梁川地域包括支援センター 

① 伊達市第６次保健福祉計画に基づく地域包括支援センターの役割を遂

行するため、定期的に市町村の関係機関や、他の地域包括支援センター等

と会議・研修会を重ね、互いの連携を密にすると共に情報の共有・地域の

実態把握に努めた。 

② 地域の高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、民生委員協

議会、居宅介護支援事業所、病院など関係機関との連携、委託事業のマネ

ジメントにより、高齢者が自立した日常生活を継続できるよう支援するこ

とができた。 

③ 地域におけるネットワーク構築を図るとともに社会資源、ニーズの把握

を進め、地域で安心して暮らしていくために必要な情報を、住民の方々に

わかりやすい形で提供することが出来た。 

④ 健康教室や講習会、地域のサロン会等、地域内の住民活動に積極的に関

わり、地域の介護予防に対する啓発を進めることができた。 

 

３ 川俣ホーム 

（１）川俣ホーム全事業 

① リスクマネジメントの取り組みとして家族との関係強化、計画的な福祉

用具の点検活動に取り組み、利用者に安全・安心な暮らしの提供ができた。 

② 感染症が懸念される時期においては、予防対策を徹底し入居者に罹患な

く、職員間の蔓延防止も図り安定した運営につながった。 

③ 法人キャリアパス要件に基づき外部研修参加を進め、研修後には内部に
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おいての伝達講習を行い、認知症や口腔ケアについて職員の知識を深める

ことができた。 

（２）特別養護老人ホーム川俣ホーム・川俣ホーム短期入所生活介護（ショー

トステイ） 

① 利用者の認知症や心身状態に合わせ、五感に訴える環境づくりとして園

芸療法や季節に応じた壁面装飾の実施、ここちよい音の刺激となるように

テレビのチャンネルを統一するなどの環境を整備した。また、排泄用品の

見直しをすることによって、利用者に快適に過ごしてもらえる介護環境を

作った。 

② 利用者の日常的な健康管理、健康診断、栄養ケアを通じて多職種による

利用者の状態把握に努めて体調変化の早期発見・早期対応をし、並びに医

療との連携のもとで利用者・家族が安心して最期まで施設で過ごすための

看取り介護を行なった。 

③ 多職種で検討した利用者個別の施設サービス計画、栄養ケア計画、リハ

ビリ計画に基づき、多職種協働のもと利用者一人ひとりに合わせた介護を

提供した。 

④ 介護保険制度の改正及び居住費、金銭管理サービス費の変更について担

当職員間での理解と情報共有を徹底し、家族への適切な説明と手続きを行

った。 

⑤ 選択食のバリエーションを増やすことで利用者個々の好みに合わせて

食事をより楽しめるようにした。またソフト食については、蒸し物のメニ

ューを増やしたことで冷たいゼリー類に偏ることなく温かいものもこれ

まで以上に提供した。 

⑥ 毎月の事業経営会議にて介護報酬改定下での経営状況を説明し、収支状

況を職員全体で共通認識し経費削減に努めた。 

（３）川俣ホームデイサービスセンター 

① 申し込みに対して実態調査から利用契約までの時間短縮に努めると同

時に、居宅介護支援事業所へ空き情報や担当利用者情報をこまめに報告し

て連携を強化し稼働率向上につなげた。 

② 利用者家族アンケートによるニーズ把握のもと家族介護者教室を開催

し、家族介護者の一助となるように努めた。 



特別養護老人ホーム

２７年度 ２６年度 前年度比 ２７年度 ２６年度 前年度比 ２７年度 ２６年度 前年度比 ２７年度 ２６年度 前年度比

あつかし荘 50 18,034 17,953 81 98.5 98.4 0.1 4.52 4.47 0.05 366 365 1

梁川ホーム 81 29,146 29,457 -311 98.2 98.4 -0.2 4.20 4.30 -0.10 366 365 1

川俣ホーム 60 21,481 21,317 164 97.8 97.3 0.5 4.08 4.18 -0.10 366 365 1

法人計 191 68,661 68,727 -66 98.2 98.6 -0.4 4.27 4.32 -0.05

　※梁川ホームは、措置入所者１名を含む。

ショートステイ　　※介護予防含む

２７年度 ２６年度 前年度比 ２７年度 ２６年度 前年度比 ２７年度 ２６年度 前年度比 ２７年度 ２６年度 前年度比

1
0 あつかし荘 2 759 797 -38 103.7 109.2 -5.5 2.1 2.2 -0.1 366 365 1

梁川ホーム 19 5,258 5,275 -17 76.1 80.3 -4.2 14.4 14.5 -0.1 366 365 1

川俣ホーム 20 6,044 6,379 -335 82.6 87.4 -4.8 16.5 17.5 -1.0 366 365 1

法人計 41 12,061 12,451 -390 80.4 83.2 -2.8 33.0 34.2 -1.2

デイサービスセンター　※介護予防含む

２７年度 ２６年度 前年度比 ２７年度 ２６年度 前年度比 ２７年度 ２６年度 前年度比 ２７年度 ２６年度 前年度比

梁川ホームⅠ型 25 6,323 6,310 13 81.6 82.1 -0.5 20.4 20.5 -0.1 310 308 2

　　　〃　　　Ⅱ型 12 2,827 2,641 186 76.0 71.5 4.5 9.1 8.6 0.5 310 308 2

川俣ホームⅠ型 20 5,058 4,708 350 81.8 76.4 5.4 16.4 15.3 1.1 309 308 1

　　　〃　　　Ⅱ型 12 2,482 2,581 -99 66.9 69.8 -2.9 8.0 8.4 -0.3 309 308 1

法人計 69 16,690 16,240 450 78.0 76.4 1.6 53.8 52.7 1.1

事業所名
定員
（人）

延べ利用人数（人） 稼働率（％）

営業日数（日）

利用者平均要介護度

１日平均利用者数（人） 開所日数（日）

営業日数（日）

ベッド稼働率（％） １日平均利用者数（人）

Ⅲ　各施設利用状況等

事業所名
定員
（人）

延べ利用人数（人） ベッド稼働率（％）

事業所名
定員
（人）

延べ利用人数（人）

 



ケアハウス

２７年度 ２６年度 前年度比 ２７年度 ２６年度 前年度比 ２７年度 ２６年度 前年度比

ケアハウス広瀬 30 26.8 26.5 0.3 89.4 88.3 1.1 366 365 1

法人計 30 26.8 26.5 0.3 89.4 88.3 1.1

居宅介護支援事業所

２７年度 ２６年度 前年度比 ２７年度 ２６年度 前年度比 ２７年度 ２６年度 前年度比 ２７年度 ２６年度 前年度比

182 249 -67 2,301 2,429 -128 2,135 2,205 -70

182 249 -67 2,301 2,429 -128 2,135 2,205 -70 0 0 0

地域包括支援センター

1
1

２７年度 ２６年度 前年度比 ２７年度 ２６年度 前年度比 ２７年度 ２６年度 前年度比 ２７年度 ２６年度 前年度比

0 0 0 2,183 5,942 -3,759 1,500 2,618 -1,118 146 221 -75

0 0 0 2,193 5,942 -3,749 1,500 2,618 -1,118 146 221 -75

伊達市梁川地域包括支援センター

法人計

法人計

事業所名
認定調査（件） 相談延べ件数（件） 訪問件数（件） 介護予防サービス計画作成（ 件）

介護予防サービス計画作成（ 件）

梁川ホーム

事業所名
要介護認定調査（件）

稼働率（％）
事業所名

居宅サービス計画作成の相談依頼（件） 居宅サービス計画作成（件）

定員
（人）

月初日平均入居者数（人） 営業日数（日）

 



＜資料＞

特養

福
島
市

旧
飯
野
町

旧
伊
達
町

旧
梁
川
町

旧
保
原
町

旧
霊
山
町

旧
月
舘
町

入
　
所

退
　
所

(人） (人） (人） (人） (人） (人） (人） (人） (人） (人） (人） (人） (人） (人）

平成２７年　　 ４月 4 0 1 4 4 3 1 24 9 0 0 50 0 0

　　　　　　　　  ５月 4 0 1 4 4 3 1 24 9 0 0 50 0 0

　　　　　　　　  ６月 4 0 1 4 4 3 1 24 9 0 0 50 1 1

　　　　　　　　  ７月 4 0 2 4 4 3 1 23 9 0 0 50 0 0

　　　　　　　　  ８月 4 0 2 4 4 3 1 23 9 0 0 50 2 2

　　　　　　　　  ９月 4 0 2 5 4 2 1 22 10 0 0 50 1 1

　　　　　　　　１０月 4 0 2 5 4 2 1 22 10 0 0 50 1 1

　　　　　　　　１１月 4 0 2 5 4 2 1 22 10 0 0 50 0 0

　　　　　　　　１２月 4 0 2 5 4 2 1 22 10 0 0 50 0 1

平成２８年　　 １月 4 0 2 5 4 2 1 21 10 0 0 49 3 3

　　　　　　　　　２月 4 0 2 4 4 2 1 20 12 0 0 49 2 1

　　　　　　　　　３月 4 0 2 5 4 2 1 20 12 0 0 50 1 1

合　計 48 0 21 54 48 29 12 267 119 0 0 598 11 11
※月初日の入所者数

合計

福
島
市

旧
飯
野
町

旧
伊
達
町

旧
梁
川
町

旧
保
原
町

旧
霊
山
町

旧
月
舘
町

延
日
数

(日） (日） (日） (日） (日） (日） (日） (日） (日） (日） (日） (日） (人） (%）

平成２７年　　４月 0 0 0 0 0 0 0 37 33 0 0 70 2.3 116.7%

５月 0 0 0 0 0 0 0 35 37 0 0 72 2.3 116.1%

６月 0 0 0 0 0 0 0 32 33 0 0 65 2.2 108.3%

７月 0 0 0 0 0 0 0 31 31 0 0 62 2.0 100.0%

８月 0 0 0 0 0 0 0 30 31 0 0 61 2.0 98.4%

９月 0 0 0 0 0 0 0 35 25 0 0 60 2.0 100.0%

１０月 0 0 0 0 0 0 0 28 31 0 0 59 1.9 95.2%

１１月 0 0 0 0 0 0 0 29 31 0 0 60 2.0 100.0%

１２月 0 0 0 0 0 0 0 32 31 0 0 63 2.0 101.6%

平成２８年　　１月 0 0 0 0 0 0 0 43 30 0 0 73 2.4 117.7%

２月 0 0 0 0 0 0 0 28 30 0 0 58 2.1 100.0%

３月 0 0 0 0 0 0 0 28 28 0 0 56 1.8 90.3%

合　計 0 0 0 0 0 0 0 388 371 0 0 759 2.1 103.7%

１
日
平
均
人
数

月内の異動

そ
の
他

短期入所生活介護

川
俣
町

そ
の
他

福島市 伊達市

桑
折
町

国
見
町

川
俣
町

計

　 ベ

ッ
ド
稼
働
率

平成２７年度  あつかし荘市町村別・月別利用状況

福島市 伊達市

桑
折
町

国
見
町

市町村別

月別

市町村別

月別
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＜資料＞

特養

福
島
市

旧
飯
野
町

旧
伊
達
町

旧
梁
川
町

旧
保
原
町

旧
霊
山
町

旧
月
舘
町

入
　
所

退
　
所

(人） (人） (人） (人） (人） (人） (人） (人） (人） (人） (人） (人） (人） (人）

平成２７年　　 ４月 3 0 2 49 16 2 1 2 5 0 1 81 2 3

　　　　　　　　  ５月 3 0 2 50 15 2 1 2 5 0 1 81 5 4

　　　　　　　　  ６月 3 0 2 51 14 3 1 2 4 0 1 81 1 1

　　　　　　　　  ７月 3 0 2 50 15 1 1 2 6 0 1 81 1 1

　　　　　　　　  ８月 3 0 3 50 16 1 1 2 4 0 1 81 4 4

　　　　　　　　  ９月 3 0 3 52 15 0 1 2 4 0 1 81 2 7

　　　　　　　　１０月 3 0 3 50 14 0 1 1 4 0 1 77 6 2

　　　　　　　　１１月 3 0 3 53 12 2 1 1 4 0 1 80 1 1

　　　　　　　　１２月 3 0 3 53 12 3 1 1 3 0 1 80 3 1

平成２８年　　 １月 3 0 3 55 12 3 1 1 3 0 1 82 3 5

　　　　　　　　　２月 3 0 3 52 12 3 2 2 3 0 0 80 4 4

　　　　　　　　　３月 3 0 3 50 13 4 2 2 3 0 0 80 1 0

合　計 36 0 32 615 166 24 14 20 48 0 10 965 33 33
※月初日の入所者数

合計

福
島
市

旧
飯
野
町

旧
伊
達
町

旧
梁
川
町

旧
保
原
町

旧
霊
山
町

旧
月
舘
町

延
日
数

(日） (日） (日） (日） (日） (日） (日） (日） (日） (日） (日） (日） (人） (%）

平成２７年　　４月 0 0 8 329 32 21 0 0 28 0 0 418 13.9 73.3

５月 0 0 6 323 42 27 0 0 36 0 0 434 14.0 73.7

６月 0 0 23 283 58 30 0 0 14 0 0 408 13.6 71.6

７月 0 0 18 336 52 30 3 0 37 0 0 476 15.4 80.8

８月 0 0 18 377 37 35 3 0 31 0 0 501 16.2 85.1

９月 0 0 12 327 27 37 4 0 29 0 0 436 14.5 76.5

１０月 0 0 24 314 38 33 2 0 37 0 0 448 14.5 76.1

１１月 0 0 14 350 30 34 3 0 31 0 0 462 15.4 81.1

１２月 0 0 10 346 32 46 7 0 31 0 0 472 15.2 82.9

平成２８年　　１月 0 0 0 261 43 30 0 0 32 0 0 366 11.8 65.2

２月 0 0 10 313 44 31 10 0 33 0 0 441 15.2 80.0

３月 0 0 0 299 33 30 2 0 32 0 0 396 12.8 67.2

合　計 0 0 143 3858 468 384 34 0 371 0 0 5258 14.4 76.1

　

月内の異動

短期入所生活介護

福島市 伊達市

桑
折
町

国
見
町

川
俣
町

そ
の
他

１
日
平
均
人
数

ベ

ッ
ド
稼
働
率

平成２７年度  梁川ホーム市町村別・月別利用状況

福島市 伊達市

桑
折
町

国
見
町

川
俣
町

そ
の
他

計

市町村別

月別

市町村別

月別
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＜資料＞

特養

福
島
市

旧
飯
野
町

旧
伊
達
町

旧
梁
川
町

旧
保
原
町

旧
霊
山
町

旧
月
舘
町

入
　
所

退
　
所

(人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人） (人) (人) (人)
平成２７年　　 ４月 2 6 2 0 1 3 7 0 0 34 5 60 1 1

　　　　　　　　  ５月 2 5 2 0 1 3 7 0 0 35 5 60 0 0

　　　　　　　　  ６月 2 5 2 0 1 3 7 0 0 35 5 60 0 0

　　　　　　　　  ７月 2 5 2 0 1 3 7 0 0 35 5 60 1 1

　　　　　　　　  ８月 2 6 2 0 1 3 7 0 0 34 5 60 1 2

　　　　　　　　  ９月 2 6 2 0 1 3 6 0 0 34 5 59 1 0

　　　　　　　　１０月 2 6 2 0 1 3 6 0 0 35 5 60 2 2

　　　　　　　　１１月 3 6 2 0 1 3 5 0 0 35 5 60 2 3

　　　　　　　　１２月 3 5 2 0 1 3 5 0 0 36 4 59 2 2

平成２８年　　 １月 3 5 1 0 1 3 5 0 0 37 4 59 3 2

　　　　　　　　　２月 3 5 1 0 1 4 6 0 0 36 4 60 2 2

　　　　　　　　　３月 4 5 1 0 1 4 6 0 0 35 4 60 2 2

合　計 30 65 21 0 12 38 74 0 0 421 56 717 17 17
※月初日の入所者数

合計

福
島
市

旧
飯
野
町

旧
伊
達
町

旧
梁
川
町

旧
保
原
町

旧
霊
山
町

旧
月
舘
町

延
日
数

（日） （日） （日） （日） （日） （日） （日） （日） （日） （日） (日） （日） （人） （％）

平成２７年　　４月 1 19 0 0 0 0 21 0 0 498 0 539 18.0 89.8

５月 9 30 0 0 0 0 14 0 0 459 4 516 16.6 83.2

６月 7 37 0 0 0 0 12 0 0 469 0 525 17.5 87.5

７月 6 35 0 0 0 0 10 0 0 498 0 549 17.7 88.5

８月 5 40 0 0 0 0 17 0 0 489 0 551 17.8 88.9

９月 1 36 0 0 0 0 13 0 0 487 0 537 17.9 89.5

１０月 6 36 0 0 0 0 0 0 0 423 10 475 15.3 76.6

１１月 0 40 0 0 0 0 5 0 0 451 11 507 16.9 84.5

１２月 0 36 0 0 0 0 5 0 0 425 10 476 15.4 76.8

平成２８年　　１月 0 34 0 0 0 0 5 0 0 389 10 438 14.1 70.6

２月 0 39 0 0 0 0 5 0 0 421 11 476 16.4 82.1

３月 0 41 0 0 0 0 10 0 0 392 12 455 14.7 73.4

合　計 35 423 0 0 0 0 117 0 0 5401 68 6044 16.6 82.8

計

月内の異動福島市 伊達市

桑
折
町

国
見
町

川
俣
町

そ
の
他

１
日
平
均
人
数

　

そ
の
他

短期入所生活介護

ベ

ッ
ド
稼
働
率

平成２７年度  川俣ホーム市町村別・月別利用状況

福島市 伊達市

桑
折
町

国
見
町

川
俣
町

市町村別

月別

市町村別

月別
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